
会 議 録 

１．会議の名称 平成２５年度第２回大垣市文化財審議会 

２．開 催 日 時 平成２６年２月３日（月） 

３．開 催 場 所 大垣市役所北庁舎 教育委員会室 

４．出 席 者 

［委  員］ 

 

 

［事 務 局］ 

会長 伊藤安男（花園大学名誉教授） 

清水 進（大垣市史編纂室長）、若山恭道（元上石津町教育長）、 

藤原久美子（大垣市文化財保護協会理事）、中井 均（滋賀県立大学

准教授） 

坂 喜美和（教育委員会事務局長）、平野孝義（文化振興課長）、 

中井正幸（文化振興課文化財専門官）、鈴木 元（文化振興課主幹）、

臼井みか（文化振興課主事） 

 

５．議   題 １．大垣市指定文化財の指定について 

 （１）遊塚古墳出土品 

 （２）車塚古墳 

２．指定文化財の変更事項について 

３．その他 

 ・国名勝「おくのほそ道の風景地 大垣船町川湊」について 

 ・国史跡「昼飯大塚古墳」の追加指定について 

 ・「旗本西高木家陣屋跡」の国史跡指定について 

 ・国、県指定重要文化財（美術工芸品）の所在確認調査について 

 ・岐阜県文化財保護センターの展示について 

 

６．公開又は一 

部公開の別 

公開 

７．会議の結果 承認 

 

８．会議の経過 【坂事務局長（事務局）】 

・開会のあいさつ（略） 

 

【鈴木（事務局）】 

１．大垣市指定文化財の指定について 

（１）遊塚古墳出土品について説明（略） 

 

【伊藤会長】 

・出土品は歴史民俗資料館に所蔵されているのか。展示しているか。 

【鈴木（事務局）】 

・歴史民俗資料館に所蔵している。展示スペースの問題もあり、出土

品の全てではなく一部を展示している。 



・収蔵はしていたが、調査報告書はなかった。市史の考古編で正報告

しており、市史の刊行に伴う時期の諮問となった。 

【清水委員】 

・鉄製品は特に保存が難しい。保存処理は施されているのか。 

【鈴木（事務局）】 

・保存処理が施されているが、処理自体も古いものなので、今後状況

をみて判断していきたい。 

【伊藤会長】 

・発掘調査はいつの時代にされたのか。報告書は刊行されているか。 

【鈴木（事務局）】 

・名古屋大学が昭和 30 年代、赤坂町の時に調査しているが、報告書

は刊行されていない。市史の考古編をもって正報告としている。 

【中井委員】 

・今日実見した。昭和 50 年代に保存処理されたものと思われる。保

存状態も良好で市の文化財として十分価値のあるものである。 

 

（一同、指定・答申内容に異議なし。） 

 

【鈴木（事務局）】 

（２）車塚古墳について説明（略） 

 

【中井委員】 

・巨大な横穴式石室の構造がわかる貴重な遺構である。昼飯大塚古墳

ともほど近く見学しやすい。市の史跡として適切である。 

【伊藤会長】 

・見学者はあるのか。 

【鈴木（事務局）】 

・見学者はある。石灰岩の石室は珍しく、近くに寄ってフズリナ、ウ

ミユリなどの化石を観察することもできる。 

・公園の敷地内なので遊具があるが古墳への直接的影響はない。公園

の手入れを行う場合は史跡の保護を第一に検討していく。 

【伊藤会長】 

・かつての古墳（石室）を復元することは難しいか。 

【鈴木（事務局）】 

・石室の中に土が入っており保存状態が安定しているので、現在のま

まがよいと思われる。 

【藤原委員】 

・石室が露出しているので子どもにもわかりやすく、よい教材となっ

ている。 

【伊藤会長】 

・説明看板は取り付けるのか。 



【鈴木（事務局）】 

・公園整備時に既に擬木の看板を取り付けている。 

【伊藤会長】 

・石室に鎖や囲いはしないのか。 

【鈴木（事務局）】 

・予定していない。石が安定しているので安全上は問題ない。近寄っ

て見ていただくことが大切だと考えている。 

【伊藤会長】 

・車塚の語源はなにか。 

【鈴木（事務局）】 

・明治時代の調査時に既に「車塚」とある。理由はわからない。 

・前方後円墳であるかは調査でも明らかになっていない。 

【伊藤会長】 

・現地にて見学会をしてはどうか。 

【鈴木（事務局）】 

・文化振興課の事業で「文化財探訪ツアー」を年に数回実施しており、 

 市内の重要文化財や史跡を巡るツアーを開催している。また、子ど

も向けの講座でも利用している。 

・広報で募集して毎回バスで回る人数の応募がある。今後も実施し、

車塚古墳についても紹介していきたい。 

 

（一同、指定・答申内容に異議なし。） 

 

【鈴木（事務局）】 

２．指定文化財の変更事項について説明（略） 

 

【伊藤会長】 

・昼飯大塚古墳の四阿の中に水飲み場はできるのか。 

【鈴木（事務局）】 

・水飲み場は既に屋外に設置している。四阿の中には予定していない。 

 

【鈴木（事務局）】 

３．その他について説明（略） 

 

【清水委員】 

・大垣市史の刊行が総集編と図説をもって終了する。ぜひ購入願いた

い。 

・シンポジウムを３月に開催する。 

 

 

 



９．その他必要 

な事項 

傍聴者 １名（岩田 浩） 

 

 

 

以上、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

議 長              

 


